
      大雪山山情報         層雲峡ビジターセンター         

２０２０年０７月０３日  天気 濃霧～晴・濃霧の繰り返し （黒岳）  最低１２℃/最高２０℃（層雲峡） 

コース：黒岳 
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①黒岳七合目周辺          ②黒岳八合目周辺           ③黒岳九合目周辺           ④頂上直下 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

        

   ⑤ポン黒岳周辺                                 ⑥雲ノ平周辺              

⑤イワウメがまだ群落状態となっているが、そろそろ終盤。⑥キバナシャクナゲが見頃を迎えている。２０１６年以降、天候の影響で弱

く推移していたが今年は良い状態となっている。チングルマやエゾツガザクラも開花してきており、特にチングルマは部分的に群落を形

成してきた。＊赤石川は、雪が落ち「蛇カゴ」が露出。流れは緩やかであったが、日々状況が変化することを念頭に装備は万全にお願い

します。今年は６月中旬の高温の影響で雪どけが早まり、対岸の雪も少なく、渡渉後もそのまま雪渓に移れます。＊北鎮岳分岐下の雪渓

は、例年通り起伏のある雪渓。特に下りでの使用や視界不良時は十分な注意が必要です。装備を万全に十分注意されて登頂して下さい。 

＊ポン黒岳・赤石川周辺でヒグマの痕跡がありました。最近「鳴り物」を持参しない登山者が多いです。必ず持参するようお願いします。 

①②④登り始めから４ｍ・七標柱・１０ｍ・２ｍ・２ｍ・２ｍ・２ｍ・２ｍ・八標柱・４ｍ・６ｍ・７ｍと断続的に雪渓。その後頂上直

下２ｍの雪渓のみ。断続的に雪渓があるが、広範囲に渡って直登するような雪渓はほぼなくなった。滑落の危険もほぼなくなったが、雪

面が硬いこともありやはり下りは転倒等に要注意。雪どけとともに、登山道は「川状態」「ドロドロ登山道」「踏み抜き」「雪渓」と様々な

状況。スニーカー程度の靴では、滑りやすい登山道となっている。③お花は、九合目周辺から花数も種類も増えつつある。（上記開花情報

参照）特に、九合目周辺の「ウコンウツギ」は天候次第ではあるが数日後には群落状態になると思われる。  ＊雪渓の数値は概算です。 

 

 

 

 

 

 

 

【開花情報】【八合目～雲ノ平】ショウジョウバカマ・サンカヨウ・エゾイワハタザオ・ジンヨウキスミレ・エゾイ

チゲ・キバナノコマノツメ・カラマツソウ・ハクサンチドリ・クロユリ・ミヤマキンポウゲ・エゾコザクラ・エゾノ

ハクサンイチゲ・ウコンウツギ・メアカンキンバイ・エゾイワツメクサ・イワウメ・ミヤマキンバイ・キバナシャク

ナゲ・ミネズオウ・ウラシマツツジ・コメバツガザクラ・イワヒゲ・コマクサ・エゾツガザクラ・チングルマ等 


